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令和元年度 第７回石狩市浜益区地域協議会議事録 

 

【日 時】 令和２年２月４日（火）１８：００～１９：００ 

 

【場 所】 浜益支所２階庁議室 

 

【資 料】 

     １）会議次第 

     ２）石狩市（厚田区・浜益区）地域おこし協力隊募集要項 

     ３）石狩市（厚田区・浜益区）地域おこし協力隊募集チラシ 

 

【出席者】 ９名（１５名中） 

 

役職 氏   名 出欠 役職 氏   名 出欠 役職 氏   名 出欠 

会長 宮田   勉 ○ 委員 佐藤  晃一 ○ 委員 渡邊 真奈美 ○ 

副会長 渡邉  隆之  委員 三上  正信  委員 大浦   浩  

委員 岡本  俊介 ○ 委員 阿部 ゆかり ○ 委員 寺山  広司 ○ 

委員 久慈  貞子  委員 木村  美幸 ○ 委員 門脇   弥  

委員 鳴海   翔  委員 赤間  香子 ○ 委員 羽立  裕子 ○ 

 

 （浜益支所） 松田支所長、成田市民福祉課長併浜益生涯学習課長、 

        宇野保健福祉担当課長兼はまます保育園長、柿崎主査、 

        小貫主任、柿岡地域おこし協力隊員 

 （事務局） 佐々木地域振興課長、藤巻主査 

 

【傍聴者】 １名 

 

【会議次第】 

 １ 開 会 

 ２ 会長あいさつ 

 ３ 協議事項 

  ①地域おこし協力隊の募集について 

 ４ その他 

 ５ 次回の開催日程について 

 ６ 閉 会 

 

 

１ 開  会 

 

２ 会長あいさつ 

 

【宮田会長】 

 本日はお忙しい中、会議にお集まりいただきありがとうございます。 

 今年は雪が少なく、私たちは大変楽で快適な冬を過ごさせていただいているが、温泉で農家の方々と

会うが、今年は雪が少なく、春からの営農に支障が出るのではとの心配する声も聞こえている。 

 一方、浜では、最近ニシンが捕れ出し、久しぶりに港が賑わっている状況である。今日、漁師の方の

委員が欠席しているが、新聞で値崩れを心配する記事が掲載されていた。今後も安全操業で大漁をして
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いただきたいと思っている。 

 あっという間に 2月となってしまったが、今日は先の会議で確認していただいた地域おこし協力隊の

募集について、予定より少し前倒しで取り組むとのことで、急遽お集まりいただいた。 

 時間があれば、皆さんの最近のニュースなど、フリーで情報交換をしていきたいと考えている。 

 

３ 協議事項 

 

(1) 地域おこし協力隊の募集について 

 ・浜益支所地域振興課から、本庁との協議の結果等を説明した後、協議した。 

 

【佐々木課長】 

 《来年度の新規隊員募集概要について、募集要項及びチラシを基に説明した。》 

 

【宮田会長】 

 ・只今事務局から説明があったが、当初は 10 月からであったが、それが年度の初め 5 月くらいとな

って、今回もう少し早めてはどうかと、厚田と一緒にとの方向性が示された。それから、募集する

方の仕事も、最初目的をある程度定めてはどうかなど色々な意見もあったが、最終的にはこのよう

に幅広く考えて人材を募集したいとの方向に落ち着いたとのことである。それから、選考委員の件

についても皆様から意見があれば、よろしくお願いしたい。まだ、新年度予算も公式に発表されて

いないが、予算も関係してくることなので、差し支えない範囲で見通しがあれば、議会も含めお知

らせいただきたい。 

 

【松田支所長】 

 ・議会は今月末、明日プレス発表、案としては最終確定である。 

 

【佐々木課長】 

 ・予算についてはまだ正式発表前だが付く予定である。 

 

【宮田会長】 

 ・予算もある程度大丈夫とのことである。特に 2ページの募集概要の一番下、目指す活動の部分で

皆さんが何か意見があれば出していただきたい。各団体で色々な要望、目指す活動の内容で考え

ているのがあれば、意見を出していただければありがたい。 

 

【佐々木課長】 

 ・年度内、2月 28日までの募集期間で、もしかたら 1人も応募がないか、複数の方からあるか、未

知数な部分もあるが、3月の地域協議会で応募状況を随時報告するようにしていきたい。色々と募

集活動もやっているので、それが功を奏して良い方が応募してくれることを期待している。 

 

【宮田会長】 

 ・特に意見もないようなので、地域おこし協力隊の募集については、この方向で進めさせていただ

くこととする。 

 

４ その他 

 

(1) 床丹自治会の解散について 

  浜益支所市民福祉課から情報提供した。 

 

【成田課長】 

 ・浜益区の床丹地区において、これまで活動のあった床丹自治会の解散について、ご報告する。 

 ・初めに、自治会解散申出までの経緯について申し上げる。今年度当初の自治会の会員数は会長含め

て 5世帯 6名であった。そのような中、昨年 8月に現職在任中の自治会長が逝去され、その後、同

地区住民 4世帯 4名のうち、2世帯 2名が高齢者施設に入所、残り 2世帯 2 名のうち１名は入退院
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を繰り返しており、もう 1名は自治会員ではあるが市外に住民登録があり、冬期間は不在にすると

いう状況となったことから、これ以上自治会活動を続けることは困難と判断し、本年 1 月 24 日付

けで自治会解散届の提出に至った、とのことである。 

 ・同自治会解散に伴い、新年度から事務的に整理すべき事項がいくつかあり、その一つ目として、こ

れまで自治会で管理してきた街路灯については、不要な箇所の撤去を行い、残る 3基を建設水道部

都市整備課が維持管理を継続することとする。二つ目として、床丹水道組合の扱いであるが、これ

まで、飲雑用水施設を利用していた 2世帯 2名が施設入所したことで、同施設を利用する家庭が無

くなったこと、また、今後も利用する見込みが無いことから、本年 3 月 31 日をもって施設を閉鎖

し、同組合を解散することとなった。三つ目として、床丹会館の利用休止の扱いであるが、昨年 11

月に会館管理人が施設入所し、後継者がいないことや、利用実績が無いため、今年度末をもって床

丹会館を利用休止とすることとする。 

 ・なお、広報等の配布については、同地区の広報配布連絡員が高齢者施設に入所し、後継者がいない

ことから、昨年 11月から戸別郵送対応に切り替えたところである。 

 ・以上、説明が長くなったが、要約すると新年度から床丹地区には 1名しか在住せず、その方は水道

組合も利用していないことから、自治会解散、水道組合解散、床丹会館利用休止という整理を行う

ものである。地域における活動が縮小することになるが、市としては今後も地域の安全について配

慮し、見守って行くことを庁内関係部署と確認したところである。 

 

(2) 石狩縦断オペラコンサートについて 

  浜益支所地域振興課から情報提供した。 

 

【佐々木課長】 

 ・庁舎の３Ｆ旧議場を活用したコンサートが、1 月 18 日開催され、50 名近い区民の皆さんに鑑賞し

ていただいた。 

 ・コンサートは、今年 3月で厚田区の地域おこし協力隊を卒業する今野博之さんが、石狩縦断コンサ

ートツアー2020と銘打って、浜益を皮切りに市内 5か所を 2日間で回って、バリトンの歌声を披露

した。 

 ・会場として使用した 3Ｆの旧議場ホールは、今後も色々な形で活用できればと考えている。皆さん

からも、活用方法の提案があればよろしくお願いしたい。 

 

(3) エゾロックの活動について 

  浜益支所地域振興課から情報提供した。 

 

【小貫主任】 

 ・NPO 法人エゾロックは 8 月に石狩湾新港で行われるライジングサンロックフェスティバルでのごみ

分別ナビゲートをはじめ、札幌市内でのサイクルシェアサービスのポロクルや、震災後の厚真町で

のシカ柵の再建、子供の居場所づくりなど、北海道各地の地域課題や環境問題、地域づくりに若者

のパワーを届けている団体である。 

 ・浜益では、2017年に行った千本ナラとイチイの木の樹木診断をきっかけに活動を開始した。 

 ・道内最年少の樹木医が所属しており、そこからつながりが始まった。 

 ・浜益では、イチイの木を見に行くスノーシューツアーをはじめとして、観光プログラムづくりや、

農業体験、お祭りのお手伝いなど、様々な場面で関わっていただいている。 

 ・浜益にきた若者たちが浜益を知り、地域の人を知り、浜益を好きになってくれ、一度来た若者が、

また来たいと言ってくれており、また仲間に良さが伝わり、来たいと言ってくれる若者がどんどん

増えている。それが今、浜益リレーションズという形で、関わりが深まっている。 

  ※リレーション…つながり、関係、関連 

 ・宿泊場所の確保が難しく、日帰りだと活動時間が限られてしまっていることが課題であったが、今

年度から、旧職員住宅をエゾロックの活動拠点として貸し出すことにした。泊まれる場所ができた

ことで、今年度の浜益での活動が格段と増えた。 

 

(4) 地域おこし協力隊全国サミットの参加報告について 

  柿岡地域おこし協力隊員から情報提供した。 
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【柿岡隊員】 

 ・地域おこし協力隊員は全国で 8,000人ほどいるが、全国的な一大イベントとして地域おこし協力隊

全国サミットが年に 1回ある。 

 ・2月 2日、石狩市地域おこし協力隊として、浜益から私、厚田から江崎さんの 2人で参加した。 

 ・今回、地域おこし協力隊募集も絡めてのＰＲと道の駅で販売している商品をそのまま委託の形で預

かって、物販ブースも設けた。どら焼き、リンゴジュースのほか、道の駅の商品以外で海産物もほ

しいとのことで、門脇漁業部さんにお願いし、鮭トバとタコ珍味もご協力いただき販売し、ほぼ完

売した。市東京事務所の協力もあり、3人体制でブースを運営した。 

 ・名刺交換した方々が、1人 40枚くらいあったので、120～130人の方とお話させていただいた。 

 ・サミットには、地域おこし協力隊の活動に興味を持って、将来を悩んでいる方々も参加していた。

募集要項と概要を 20 枚ほど持って行ったが、あっという間になくなったので、興味を持っている

方が多かったと思う。 

 ・同じ協力隊で様々な活動をしているので、その内容をじっくり聞くことができた。 

 

(5) 地域おこし協力隊活動報告会について 

  浜益支所地域振興課から情報提供した。 

 

【佐々木課長】 

 ・現在、市内で活動している、柿岡さん、厚田区 4名、総勢 5名の地域おこし協力隊による活動報告

会が、3月 7日 10時から、道の駅あいろーど厚田で開催される。 

 ・お忙しい時期とは思うが、ご都合のよろしい方はぜひ、足を運んでいただければ幸いである。 

 

(6) 増毛スキー場の利用促進について 

  羽立委員から情報提供があった。 

 

【羽立委員】 

 ・浜益のスキー場が閉鎖されてから、増毛にバスが運行されているが、利用者が少なくなり、1月、

2月の運行が年々減っている。今年は、1月が 4回、2月が 2回の計 6回しか運行されていない。 

 ・利用状況が益々減っており、このままだと来年はなくなるとの危機感を覚えている。是非バスの

利用をお願いしたい。 

 

５ 次回の開催日程について 

 

【佐々木課長】 

 ・令和元(2019)年度第 8回の協議会は、3月に開催することとし、後日改めて通知する。 

 

６ 閉 会 

 

 

令和 ２ 年 ３ 月 ４ 日 議事録確定 

 

 

                             石狩市浜益区地域協議会 

                             会長  宮 田   勉 


